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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　中央部に計測器具の収容領域を有して環状に配置された錘部と、
　前記中央部を覆って前記錘部に設けられ、使用時に前記計測器具を押さえる伸縮性部材
と、
　を備えることを特徴とする医療用錘。
【請求項２】
　前記中央部から放射状に区切られた環状袋に粒状錘を充填することにより、前記錘部を
形成する、
　ことを特徴とする請求項１記載の医療用錘。
【請求項３】
　ステンレス鋼からなる粒状錘を環状袋に充填することにより、前記錘部を形成する、
　ことを特徴とする請求項１記載の医療用錘。
【請求項４】
　タングステンからなる粒状錘を環状袋に充填することにより、前記錘部を形成する、
　ことを特徴とする請求項１記載の医療用錘。
【請求項５】
　変則的形状を有する粒状錘を環状袋に充填することにより、前記錘部を形成する、
　ことを特徴とする請求項１記載の医療用錘。
【請求項６】
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　前記錘部の円周方向に沿って設けられ、前記錘部の環状形状を維持するリングをさらに
備える、
　ことを特徴とする請求項１記載の医療用錘。
【請求項７】
　前記リングは、形状記憶合金または超弾性合金で形成されている、
　ことを特徴とする請求項６記載の医療用錘。
【請求項８】
　前記リングは、シリコンゴムで形成されている、
　ことを特徴とする請求項６記載の医療用錘。
【請求項９】
　前記リングは、ポリエチレン樹脂で形成されている、
　ことを特徴とする請求項６記載の医療用錘。
【請求項１０】
　前記リングは、前記伸縮性部材と一体に形成されている、
　ことを特徴とする請求項６記載の医療用錘。
【請求項１１】
　前記リングは、前記伸縮性部材よりも大なる厚さを有する、
　ことを特徴とする請求項１０記載の医療用錘。
【請求項１２】
　前記伸縮性部材に設けられ、前記計測器具を保持するホルダをさらに備え、
　前記錘部は、前記ホルダとの間にギャップを形成して配置され、
　前記伸縮性部材の前記ギャップ内の部分は、透明、半透明または略メッシュ状の素材で
形成されている、
　ことを特徴とする請求項１記載の医療用錘。
【請求項１３】
　前記ホルダは、凹部を有し、前記凹部に前記計測器具を嵌入することにより前記計測器
具を保持する、
　ことを特徴とする請求項１２記載の医療用錘。
【請求項１４】
　前記ホルダは、前記伸縮性部材と一体に形成されている、
　ことを特徴とする請求項１３記載の医療用錘。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用錘に関し、特に、心音図などの生体情報を計測するための器具を生体
の体表に固定する際に用いる医療用錘に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の医療用錘としては、例えば特許文献１に記載されたものがある。この文献に記載
された医療用錘は、多数の小錘を袋に充填したものである。この袋状の錘は、例えば、心
音センサのような生体情報計測器具を用いて心音図の計測を行うときに用いられ、体表に
載置された心音センサ上に錘を重ねることにより、錘の重みで心音センサを体表に密着さ
せる。
【特許文献１】特許第３６０３０７６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記従来の医療用錘においては、心音センサ上に重ねられた袋状の錘の
重量の一部が、体表の心音センサに局所的にかけられるため、心音センサの質量が増加し
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たのと等しくなり、これにより心音センサの高周波数領域の感度が低下するという問題が
あった。
【０００４】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたもので、生体情報計測器具の周波数特性に与え得
る影響を最小限に抑えつつ生体情報計測器具を体表に固定することができる医療用錘を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の医療用錘は、中央部に計測器具の収容領域を有して環状に配置された錘部と、
前記中央部を覆って前記錘部に設けられ、使用時に前記計測器具を押さえる伸縮性部材と
、を備える構成を採る。
【０００６】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記中央部から放射状に区切られた環状袋に
粒状錘を充填することにより、前記錘部を形成する構成を採る。
【０００７】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、ステンレス鋼からなる粒状錘を環状袋に充填
することにより、前記錘部を形成する構成を採る。
【０００８】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、タングステンからなる粒状錘を環状袋に充填
することにより、前記錘部を形成する構成を採る。
【０００９】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、変則的形状を有する粒状錘を環状袋に充填す
ることにより、前記錘部を形成する構成を採る。
【００１０】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記錘部の円周方向に沿って設けられ、前記
錘部の環状形状を維持するリングをさらに備える構成を採る。
【００１１】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記リングは、形状記憶合金または超弾性合
金で形成されている構成を採る。
【００１２】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記リングは、シリコンゴムで形成されてい
る構成を採る。
【００１３】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記リングは、ポリエチレン樹脂で形成され
ている構成を採る。
【００１４】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記リングは、前記伸縮性部材と一体に形成
されている構成を採る。
【００１５】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記リングは、前記伸縮性部材よりも大なる
厚さを有する構成を採る。
【００１６】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記伸縮性部材に設けられ、前記計測器具を
保持するホルダをさらに備え、前記錘部は、前記ホルダとの間にギャップを形成して配置
され、前記伸縮性部材の前記ギャップ内の部分は、透明、半透明または略メッシュ状の素
材で形成されている構成を採る。
【００１７】
　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記ホルダは、凹部を有し、前記凹部に前記
計測器具を嵌入することにより前記計測器具を保持する構成を採る。
【００１８】
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　本発明の医療用錘は、上記構成において、前記ホルダは、前記伸縮性部材と一体に形成
されている構成を採る。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、生体情報計測器具の周波数特性に与え得る影響を最小限に抑えつつ生
体情報計測器具を体表に固定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて詳細に説明する。
【００２１】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る医療用錘の上面図である。また、図２は、図１の
医療用錘のＡ－Ａ線断面図である。
【００２２】
　医療用錘１００は、図１および図２に示すように、伸縮性被覆材１１１および錘部１１
２を備え、例えば心音図を計測するための心音センサを生体の体表に固定する際に用いら
れる。
【００２３】
　錘部１１２は、環形状を有しており、その中央部には、心音センサの収容領域が設けら
れている。このように、錘部１１２は、心音センサの収容領域を包囲する環形状を有する
ため、医療用錘１００の載置を安定化させることができるとともに、心音センサをより確
実に固定することができる。なお、図１には、中央部つまり心音センサ収容領域の輪郭形
状の一例として円形が示されているが、この輪郭形状は円形に限定されるものではない。
また、中央部の寸法に関しては、心音センサの寸法よりも若干大きくする。錘部１１２の
より詳細な構造については後述する。
【００２４】
　伸縮自在な素材からなる伸縮性被覆材１１１は、錘部１１２の中央部の心音センサ収容
領域を覆うように錘部１１２に設けられており、医療用錘１００の使用時には、心音セン
サを押さえる。伸縮性被覆材１１１として使用し得る素材の例としては、織布または不織
布のような繊維性素材、もしくはシリコンゴム弾性膜がある。あるいは、合成樹脂製の薄
膜を代用することもできる。
【００２５】
　ここで、前述した錘部１１２のより詳細な構造について説明する。
【００２６】
　錘部１１２は、放射状に区切られた袋に粒状錘１１６を充填してなるものである。より
具体的には、錘部１１２は、複数（本実施の形態では８個）の錘収容部１１３および複数
（本実施の形態では８個）の区切り部１１４を有している。各区切り部１１４は、錘部１
１２がなす環形状の半径方向に延伸し、錘部１１２を放射状に区切る。これにより、複数
の錘収容部１１３が形成されている。各錘収容部１１３は、多数の粒状錘１１６を収容し
ており、医療用錘１００の載置状態に応じて変形自在である。このように、粒状錘１１６
が充填される袋が放射状に区切られているため、医療用錘１００の装着中に患者の体勢が
変化した場合でも、袋内の粒状錘１１６が、錘部１１２がなす環状形状の円周方向に流動
することを防ぐことができる。また、粒状錘１１６は、鉛フリーの重金属材料からなり、
好ましくはステンレス鋼またはタングステンからなる。鉛フリーの材料を使用することに
より、毒性が少なく社会環境に適合した医療用錘を提供することができる。また、各粒状
錘１１６は、変則的な形状を有している。よって、例えば真球などのような規則的な形状
を有する粒状錘を用いる場合に比べて、袋内での粒状錘の流動性を低減させることができ
る。
【００２７】
　また、錘部１１２は、区切り部１１４の厚さが錘収容部１１３に比べて薄くなるように
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構成されている。この構成は、医療用錘１００の使用時に区切り部１１４と体表との間に
適度な空洞が形成されるようにしてもよい。この場合、形成された空洞を、心音センサか
ら外部機器に信号を伝送するケーブルの収容部として使用することができる。
【００２８】
　なお、本実施の形態の錘部１１２では、各区切り部１１４は、隣接する２つの錘収容部
１１３を完全に区切っており、一方の錘収容部１１３内の粒状錘１１６が他方の錘収容部
１１３内に移動することが不可能となっている。しかし、錘部１１２の構造は、前述のも
のだけに限定されない。例えば、隣接する２つの錘収容部１１３を部分的に区切る区切り
部を採用することにより、一方の錘収容部１１３から他方の錘収容部１１３への粒状錘１
１６の流動を、ある程度だけ制限するようにしてもよい。
【００２９】
　また、本実施の形態の錘部１１２において、隣接する錘収容部１１３は互いに連結され
、１つの環形状を形成している。しかし、隣接する錘収容部１１３を分離し、各錘収容部
１１３を独立した錘収容袋として構成するようにしてもよい。さらに、錘収容部１１３を
独立の錘収容袋として構成した場合、これらの錘収容袋を互いに離間させて伸縮性被覆材
１１１に設けるようにしてもよい。
【００３０】
　また、さらに好ましい構成として、医療用錘１００は、弾性リング１１５を備える。弾
性リング１１５は、錘部１１２の内周に沿って設けられており、心音センサの収容領域を
包囲して、錘部１１２の環状形状を保持すると同時に、伸縮性被覆材１１１の展張を維持
する。例えば、医療用錘１００を傾斜した体表に載置した場合、傾斜の高い方に位置する
錘部１１２の一部分が滑り落ちて錘部１１２の環形状が歪み、心音センサを押さえている
伸縮性被覆材１１１を弛ませる可能性があるが、弾性リング１１５は、このような錘部１
１２を支持することにより錘部１１２の形状の歪みを防止して、伸縮性被覆材１１１の弛
緩を防止する。なお、弾性リング１１５の配置位置は、錘部１１２の内周上だけに限定さ
れず、心音センサ収容領域を包囲することができる位置であれば他の位置に配置すること
もできる。弾性リング１１５は、例えば、チタン合金による形状記憶合金または超弾性合
金、ポリエチレン樹脂、もしくはシリコンゴムで形成されている。
【００３１】
　図３は、上記構成を有する医療用錘１００の使用状態の一例を示す図である。
【００３２】
　患者の体表１２０に載置された心音センサ１２１を医療用錘１００により固定する場合
、体表１２０上の心音センサ１２１に伸縮性被覆材１１１を被せるようにして、医療用錘
１００を体表１２０に載置する。このとき、伸縮性被覆材１１１は、心音センサ１２１の
背面（図中の上側の面）側に当接し、これにより、伸縮性被覆材１１１は、上方に伸びる
ようにして変形する。これと同時に、伸縮性被覆材１１１は、心音センサ１２１に対する
微小な反発力を生じ、この反発力によって心音センサ１２１を押さえて固定する。
【００３３】
　以上のように、本実施の形態によれば、医療用錘の使用時に心音センサを押さえる伸縮
性被覆材を、環状に配置された錘部の中央部を覆うように錘部に設けたため、医療用錘の
重量が直接心音センサ自体にかかることを防止することができ、ひいては、心音センサの
周波数特性に与え得る影響を最小限に抑えつつ心音センサを固定することができる。
【００３４】
　（実施の形態２）
　図４は、本発明の実施の形態２に係る医療用錘の斜視図である。本実施の形態の医療用
錘２００は、実施の形態１で説明した医療用錘１００と基本的に同様の構成を有する。よ
って、本実施の形態において、実施の形態１で説明したものと同一の構成要素には同一の
参照符号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００３５】
　なお、本実施の形態の医療用錘２００は、主に、心音センサを保持することができると
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いう点で、医療用錘１００と相違している。このため、図４には、医療用錘２００に心音
センサが保持されている状態が示されている。なお、図５は、図４の医療用錘２００を上
方から見た上面図であり、図６は、図４の医療用錘２００を下方から見た下面図であり、
図７は、図４の医療用錘２００を、心音センサ２２１のケーブル２２２の引き出し位置の
反対側から見た第１の側面図であり、図８は、図４の医療用錘２００を、図７と異なる側
から見た第２の側面図である。
【００３６】
　図４から図８に示すように、医療用錘２００は、伸縮性被覆材２１１と、実施の形態１
で説明した錘部１１２と、を備えている。本実施の形態では、錘部１１２は、６個の区切
り部１１４により区切られた６個の錘収容部１１３から構成されている。錘部１１２にお
けるその他の細部については、実施の形態１と同様である。
【００３７】
　伸縮性被覆材２１１は、実施の形態１で説明した伸縮性被覆材１１１と同様に、錘部１
１２の中央部の心音センサ収容領域を覆うように錘部１１２に設けられており、医療用錘
２００の使用時には、心音センサ２２１を押さえる。
【００３８】
　伸縮性被覆材２１１については、図９を用いて詳細に説明する。図９（ａ）は、医療用
錘２００のより詳細な構造を説明するための図であり、図９（ｂ）は、医療用錘２００の
使用状態の一例を示す図である。
【００３９】
　伸縮性被覆材２１１は、錘部１１２の中央部の心音センサ収容領域を覆うように錘部１
１２に設けられており、医療用錘２００の使用時には、心音センサ２２１を押さえる。
【００４０】
　伸縮性被覆材２１１には、その中心部に、心音センサ２２１を保持するホルダ２１６が
設けられている。伸縮性被覆材２１１にホルダ２１６を設けたため、医療用錘２００の使
用時には、心音センサ２２１を体表２３０に載置してから医療用錘２００を体表２３０に
載置するのではなく、ホルダ２１６に心音センサ２２１を保持させてから医療用錘２００
を体表２３０に載置することができる。
【００４１】
　また、ホルダ２１６および錘部１１２は互いに近接して配置されておらず、これらの間
には、ギャップＧが形成されている。換言すれば、錘部１１２は、ホルダ２１６との間に
ギャップＧが形成されるように配置されている。さらに、伸縮性被覆材２１１の全体また
は少なくともギャップＧの部分は、透明または半透明の素材であることが好ましい。これ
により、心音センサ２２１の、体表２３０上の装着部位を、心音センサ２２１と錘部１１
２との間から見通すことができ、心音センサ２２１が正確な部位に載置されたか否かを容
易に視認することができる。装着部位の視認を可能にするために、透明または半透明素材
を使用する代わりに、シースルータイプのメッシュ状（またはネット状）に形成してもよ
く、ギャップＧの部分に開口を形成してもよい。あるいは、伸縮性被覆材２１１のように
中央部を完全に覆う部材を使用する代わりに、中央部に数本のゴムひもを張り渡しそのゴ
ムひもにホルダ２１６を設けた場合でも、心音センサ載置部位の視認が可能となる。
【００４２】
　また、ホルダ２１６は、心音センサ２２１の高さよりも浅く形成された凹部を有し、こ
の凹部に心音センサ２２１を嵌入することによりホルダ２１６を保持する。よって、ホル
ダ２１６に心音センサ２２１を容易に保持させることができ、患者または被験者への心音
センサ２２１および医療用錘２００の載置を容易にすることができる。特に、伸縮性被覆
材２１１とホルダ２１６とを、図示されているように、シリコンゴムや合成樹脂などの素
材から一体に形成すると、伸縮性被覆材２１１とホルダ２１６との接続構造を簡略化する
ことができる。さらに、ホルダ２１６自体も伸縮自在となるため、ホルダ２１６の径を適
切に設計することにより、様々な大きさの心音センサへの適合を可能にする。
【００４３】
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　伸縮性被覆材２１１の外周には、錘部１１２の内周に沿って、弾性リング２１５が設け
られている。弾性リング２１５は、実施の形態１で説明した弾性リング１１５と同様の機
能を有するものである。ただし、本実施の形態では、弾性リング２１５と伸縮性被覆材２
１１とは、シリコンゴムや合成樹脂などの素材から一体に形成されている。これにより、
医療用錘２００に弾性リング２１５を容易に設けることができる。本実施の形態では、弾
性リング２１５を伸縮性被覆材２１１よりも大なる厚さで形成することにより、伸縮性被
覆材２１１に比べて固く弾性リング２１５を形成することができ、弾性リング２１５の機
能、すなわち錘部１１２の形状維持を実現することができる。さらに、弾性リング２１５
に予め凹部を形成し、錘部１１２の内周に予め凸部を形成し、この凹部に凸部を嵌入する
ことにより、伸縮性被覆材２１１と錘部１１２とを容易に接続することができる。
【００４４】
　患者の体表２３０上の心音センサ２２１を医療用錘２００により固定する場合、ホルダ
２１６の凹部に予め心音センサ２２１を挿入することによりホルダ２１６に心音センサ２
２１を保持させてから、医療用錘２００を体表２３０に載置する。凹部は心音センサ２２
１の高さよりも浅く形成されているため、医療用錘２００が体表２３０に載置されると、
伸縮性被覆材２１１は、上方に伸びるようにして変形する。これと同時に、伸縮性被覆材
２１１は、心音センサ２２１に対する微小な反発力を生じ、この反発力によって心音セン
サ２２１を押さえて固定する。
【００４５】
　以上のように、本実施の形態によれば、実施の形態１と同様に、医療用錘の使用時に心
音センサを押さえる伸縮性被覆材を、環状に配置された錘部の中央部を覆うように錘部に
設けたため、医療用錘の重量が直接心音センサ自体にかかることを防止することができ、
ひいては、心音センサの周波数特性に与え得る影響を最小限に抑えつつ心音センサを固定
することができる。
【００４６】
　以上、本発明の実施の形態１、２について説明した。ただし、以上の説明は本発明の好
適な実施の形態の例証であり、本発明の範囲はこれに限定されない。つまり、各実施の形
態において説明した構成要素や構造、用途などは一例であり、本発明の範囲においてこれ
らの例に対する様々な変更および修正が可能であることは明らかである。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の実施の形態１に係る医療用錘の上面図
【図２】図１の医療用錘のＡ－Ａ線断面図
【図３】本発明の実施の形態１に係る医療用錘の使用状態を例示する図
【図４】本発明の実施の形態２に係る医療用錘の斜視図
【図５】本発明の実施の形態２に係る医療用錘の上面図
【図６】本発明の実施の形態２に係る医療用錘の下面図
【図７】本発明の実施の形態２に係る医療用錘の第１の側面図
【図８】本発明の実施の形態２に係る医療用錘の第２の側面図
【図９】（ａ）本発明の実施の形態２に係る医療用錘のより詳細な構造を説明するための
図（ｂ）本発明の実施の形態２に係る医療用錘の使用状態を例示する図
【符号の説明】
【００４８】
　１００、２００　医療用錘
　１１１、２１１　伸縮性被覆材
　１１２　錘部
　１１３　錘収容部
　１１４　区切り部
　１１５、２１５　弾性リング
　１１６　粒状錘
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